
南関東の地殻変動①

～伊豆大島の大噴火～

地質ニュｰス204号に｢南関東の地殻モデルに関する一考察｣

として南関東全般のテクトニクスに関する考察を行なった

(木村1971)が今回から改めて標記テｰマで関東のテクト

ニクスに関する検討を行なっていきたい.｢地殻変動｣といっ

てもここでは広義に用いそれに関連する噴火･地震活動等

も含めて扱うことにする.今回はまず最も身近カ沈伊豆

大島の噴火について検討する.

1.はじめに

伊豆大島(第1図)では有史以来100～200年おきに

噴出物の総量が数億トンにのぼるような大噴火をくりか

えしてきた.ところが1777～92年の安永の大噴火とい

われる噴火を最後と
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してそれ以来合目ま

でそれらに匹敵する

ようだ欠きた噴火が

行なわれていたい.

安永の大噴火という

のは1777年8月か

ら始まって!792年に

第1図位置図

木村政昭

終わった15年間にわたる大噴火で大量の溶岩を流出し

その先端が海まで達した.溶岩の噴出量のみから見る

とその総量は0.14㎞3どたり大島においては史上最

大の噴火の1つである.噴出物の総量は6億5千万ト

ン種に放る.安永の大噴火以降は間歓的に小規模た

噴火を行なっている.それでも1876～77年(総噴出

量約240万トン)1912～14年(同7,460万トン)1950～

51年(同5,880万トン)の噴火は比較的大きい(第1

表).小論では主として安永の大噴火以降の噴火を対

象としこれらの噴火は大噴火として扱い安永の大噴

火およびそれに匹敵する噴火は巨大噴火として区別した.

小論をまとめるのに先立って東京大学地震研究所の

中村一明助教授と議論をする機会を得大島･三原山の

火孔底の変動に関して示唆を受けた.また地質調査

所の一色直記小野晃司両技官には大島その他の火山

に関する諾資料のとり扱いに関して貴重なるご助言をい

ただいたので謝意を表したい.

21大島噴火の概況

第2図にIss亘IKI(!964)の大島の地殻断面図にもと

づいて現在の大島の地形断面を概念的に示した.現

写真①

カルデラ縁北西部の御神火

茶屋からみた中央火口丘三

原山.三原山の左手にあ

るのが1777年の溶岩丘(灰

墨

正丼義郎撮影)�
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策1表最近の三原山の噴火年表

面歴

(月,目)

記事噴瀞麟量

1777～1792(Yl)安永の大噴火(15年間噴火)

1803(11.14)数目間小活動降灰

1822～1824降灰

1837～38噴煙

ユ846降灰

1870降灰

1876～77Nau皿am丘形成

1905(6,5)大島付近に地震

1907.7野増村海岸の海水白色に変ず

1909(1.16)大島付近に地震

1910(12.17)噴火

1912～14明治大正噴火

1915弱い活動

1919間歓的に爆発噴石活動あり

1922～23濤岩流を伴う活動

1933(10.14)溶けた溶岩片が噴出

1934(4.15)噴煙爆音

1935(426)1溶けた溶岩片噴出

1938(8.10)中央火孔底に赤熱溶岩

1939中央火孔底に溶岩だまり

1940(8.18)火山弾火山礫放出

1950～51溶岩流がカルデラ床に流下した

1953～54間歓的に爆発をくりかえす

1955～56断続的に爆発噴煙柱

��∀

1958～60時折火山灰が海岸近くまで降る

1961噴石活動

1962～70鳴動を伴う小爆発降灰

1火山毛を斜う
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主としてIssHIKI(1964)森本(1958)により肩本噴火吏(震災予

防調査会1918)やTsUYA(1956)等で補った.古い年代の目付は

IssHIKI(1964)に基づいた｡それは邦歴画歴対照表(土橋1952)

を照合している｡噴出物の総量はN蛆A皿URA(1964)のデｰタか

ら算出した.噴火の規模は一応NAKA皿U趾(1964)のエネルギｰ

を基準として相対的な大きさをきめたもの､大丸は大噴火大二重

丸は巨大噴火.小丸は小噴火クロス印は噴火に関連すると思われる

異常現象.丸のうちでも黒くぬりつぶしてあるものは溶岩や噴石の

噴出のあったもの.

在の三原山の火口がいつ出現したのかはっきりした証

拠はたいカミ大島山火記に｢天和四千年ヨリ元禄壬午年

迄七ケ年ノ間山焼侯節山上二九拾町四方程ノ洞穴出来今

以其儘有之深サ何程町有之難斗御座侯｣とあることか

ら現在の三原山の火口は1684～90年の貞享の噴火と

いわれる大噴火の際に出現したことにたる.だが大

島山火記は貞享噴火後約100年を経て書かれたものだの

で果たしてその通りかどうか疑問が持たれている(森

本ユ958).現在カルデラ床より上にある部分の上半部

は安永大噴火の際のスコリアたどでできている.

以下主として中村(1963)によって大島の噴火

の概況を見てみよう.

1)最近の大島の確かた活動はおそらく5万年ほど前に始ま

り100～1000年ごとに周期的に訪れている.山腹に

は辺0あまり側火口があるがいずれも約1万年よりも若い

ものであり噴出物量からみれば山頂火口からのものの

1割以下である.この約1500年ほどの間は1777年から

始まる安永の大噴火のようだ大量の火砕物質と溶岩を噴

出するような噴火が100～200年ごとに12回ほどある.各

噴火はおそらく数年で終わっており全島に平均6億トン

あるいはそれ以上の溶岩火山灰スコリアなどを放出し

それが現在地層となって記録されている.たとえば安永

の噴火はY｡層とされそれより古いものは下2Y3…

とされている.

2).安永の大噴火の後は間歓的に小規模た噴火をくりかえして

いるだけである(第!表第3図参照).このうちでも

1912～14年と1950～51年等の噴火は比較的大きいので小

論では大噴火として扱う.

中村は1912～141950～51年の噴火はそれ以前の大噴火

に比べて

三繋汕火口

;F←

㌩

①噴出物の量が少たい(第3図ではエネノレギ換算して比

較してある)ことと

②外輪山斜面には堆積物として判別されるほどの降灰をも

たらしていないという点から近年の噴火は1777年噴

火以後の休止期内のできごとであるとしている.

大島火山の一般的かつ本質的恋噴出順序は①降下スコリ

ア→(②溶岩)→③火山灰とたる.①降下スコリア→②

溶岩という順序は噴火を行なうマグマが次第に揮発性物

質(主として水)の乏しいものになり爆発的な噴火を行

なわ荏くなると同時にマグマの頭位が上昇して地

表に達し流出する過程を示している.②溶岩→③火山

灰の変化は1950年に始まった畦火が衰えていく様子から

考えて粘性の増加とともに時々爆発的噴火を行いなが

らマグマの頭位が下がっていく

過程を示すものとしている.

匿嵩婁

ISS剛KI(1964)の地質断面図より

地形を誇張して揮念化したもの

�

第2図大島の断面図

大島火山の1回の巨大噴火の継続時間

は最後の2回(Y,Y2)については記

録から10年あるいはそれ以下であ

､ることが知られる.最も盛んだのは

その初期で溶岩の流出ははじめの1

年ぐらいで終わっている.

他の巨大噴火については正確にはわ�



山3

からたいがほぽ数年程度であろうとしている.1輪廻

の堆積物の中での時間の配分は先の①②③の順に径

ほど大きいらしい.1777年からの噴火では記録からそ

れが読みとれY｡以下の古い単位についてもそれが推定さ

れる.

5)大島の側火山の活動には

①山頂噴火に伴う

②単成火山である

③分布地域カ級られている

等の特徴カミありそれらの特徴はマグマの上昇路にたり

やすい場所がありそこに主火道からの分岐がおこったと

きにだけ側噴火がおこりしかもその火道は1回の休止期

で完全に閉じてしまうことを示すのであろうとしている.

3.噴火の輪廻

TsUYAら(1956)は三原火口の中央火孔の深さの変

化をみると中央火孔底(ほぼマグマの頭位を示すと思

われる)が海抜300m･内外以上に達した時に噴火活動が

起こっていることを指摘しさらに火孔底の変動から噴

火の輪廻を規定した.第4図は1968年に行なわれた

早稲田大学探検部による火孔底調査の模様(毎目新聞社

1970)である.この時に得られた早稲田大学探検部

(1968)のデｰタと田中(1968および私信)の研究およ

び小噴火のデｰタをTsUYAら(1956)の図に加えて作製

したのが第5図である.

Ts帆Aらは三原火口の明治初年以来の噴火活動から

･静穏期には中央火孔か出現し大噴火の際にはそれが埋

没してしまうことから噴火の輪廻を規定した･それに

基いて最近の活動期をみてみよう･

第I期(1876～77年):この時の噴火は記録によるとそれ

ほど大規模のものではたかったようであるが総噴出物

量約240万トンのこの噴火は一応主要な活動期を代表
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第3図大島噴火による熱エネルギｰの放出(N虹畑U趾1964によ

る)､1777～79の安永の大噴火以来合目まで過去に匹敵する

ほどのエネルギｰ放出がない点に注意.

するものとされる.この活動は火口内にとどまって

はいたが溶岩の頭位を高め噴石丘を形成した.こ

の噴石丘はNaumam丘と辛ばれる･

第II期(1912～23年):1912～14年の明治大正噴火が主

活動期のもので噴出物の総量は7,460万トンに及び1777

～78年安永噴火以来最大の噴火である.1905年頃から

前兆現象と思われる現象が見られはじめ1910年には火

孔底に直径約60mの噴石丘ができ赤熱した溶岩の露出

が見られた.しかし1911年には火孔壁の崖崩のため

に埋没しその後は全く噴気もなくたってしまった･

19!2年2月23目の夜より中央火孔の南西部から多少の

溶岩の噴出が始り引続いて噴石活動と共に溶岩の流出

が起こった11912～14年の噴火の後1915年にも噴火

活動があったが溶岩は伴わたかった.1919年には8カ

写真②三原山火口縁北東部からみた1950～1951年噴石丘.

(1972月1月22目正井義郎撮影)

､一｣灘､灘灘鱗､

噴石丘の手前には直径約300mの竪坑状火孔(l11火火孔)がある･�



海亀

V地点

V地点火口原1

嚢

第4図早稲田大学探検部によるユ968年の火孔底の調査(毎目新聞

社1970による).実際には火孔底はこの図に示される位

置より上位にくる.

月間間歓的に爆発が起こり新しい噴石丘を作った.

1922年12月から!923年1月まで溶岩を伴う比較的大き

た噴火がある.この時に流出した溶岩流で火口底は約

16mの厚さに被われたが活動が終わると直ちに火口底は

沈下を始めその中央部は新しい中央火孔を作りはじめ

た.

第皿期(1950～51年)11933年頃から1940年頃まで前兆的

に溶岩を伴った噴火活動がみられその後10年ほどぴっ

たりと活動がやみ1950年7月16目中央火孔の南縁壁

から突然噴火を始め噴石活動と溶岩流出を行たった.

1951年4月2目以後連続的た噴火は中止されて間歓的

にたり爆発が大きくたった.それに伴いもとの中

央火孔の位置が陥没した.1953～54年に溶岩流出を伴

･1880
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う小噴火カミありこれより以後は溶岩を伴わだい噴火カミ

閲歓的に起こっていたカミ1961年に噴石活動が行たわれ

た.

次に火孔底の運動と噴火の関係をみてみよう.第

5図からわかるように火孔底の変動を示す曲線の上昇

期の比較的勾配の大きいと思われる時に灘発地震あるい

は溶岩の噴出を伴う噴火活動が行たわれている.火孔

底の下降期には溶岩を伴うようだ噴火カミ行たわれていた

い.このことは大島では一般に噴火が衰えていく

につれ粘性カミ増加して時々爆発的噴火を行だいだカミ

らマグマの頭位が下がってその過程で溶岩→火山灰

の時期に移っていくことと調和的である.小噴火の特

徴と火孔底の変動を組み合わせるとよりはっきりした

噴火輪廻をとらえることカミできると思われる･それに

基づくと1961年ごろは火孔底は次の上昇期にむか

っているものと推定される･

4.次回の噴火は?

火孔底の動きからみると今はピｰクとピｰクの間の

時期にあたることにたるが次にピｰクがくるときに大

噴火が起こると考えてよい･その時期を知るにはどう

したらよいであろうか.

最も素朴に考えれば過去のピｰクとピrクの間隔を

未来にあてはめて次にくるピｰクを推定することであろ

う.まず1876～77年噴火(第I期活動期)以前のピｰク

はいつにたるか.火孔底の資料がたいので噴火の規模

で検討をつける以外にたい.1846年が大噴火(TsUYム

ら1956)とするとこの時が1つのピｰクとたる.

その前は1777年の安永の大噴火まで大噴火の記録がない.

それより古い噴火にたると安永の大噴火以降に見られ

る大噴火程度のものは記録に残されていたい可能性が大

きいので同じ精度の議論の対象にはならたいと思われ

る.さてピｰクとピｰクの間隔は1846年以降は31

3538年と比較的よく揃う｡
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第5図火孔底の変動と噴火との関係.1955年までの火孔底の変動はTsUYムら(1951)により1968年以降は早稲国大学探検都

(1968),田中(1968および私信)によった.噴火の丸の大きさは相嚇的な噴火の規模を示し黒く塗りつぶしてあるものは溶

岩や噴石の噴出カミあったもの白くのこしてあるものは溶岩等の噴出が次かったもの.クロス印は地震その他噴火の前兆現象

と思われるものである.噴火については第1表および第2表に記載がある.�
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第2表196工年～1970年の大島三原]｣]およびそれ以南の火山の噴火年表

画歴
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月･目

記事

1～3月

4～6月

4月中旬

6月中旬

5～6月

7～9月

8月24

～26目

7～9月

10～12月

10～12月

ユ～3月

1～2月

4～6月

〃

〃

7～9月

9月

12月10目

1～3月

4～6月

7,9月

12月

ユ2月

1～3月

曇～6月

7～9月

〃

エO～ユ2月

1～3月

4～6月

5～6月

7～12月

1～3月

三原山:ときどき活発な噴煙活動があリ鳴

動空振降灰あり.

三原山:ときどき小噴火鳴動火口の上空

が赤く映える小爆発噴煙降灰あり.

(鳥島)1火山性徴動.

(三宅島):局発地震多数観測.

三原山:火口上空が赤く映える.鳴動空

振小噴火.

(三宅島):北東山腹で大噴火.

灘発地震.

三原山:ときどき噴煙活動が活発化

(三宅島):8月の噴火に引続く頻発地震は次

第に減少.

三原山:3月238工4目には活発な噴

煙活動降灰鳴動.その他1～3月は上

空赤く映え鳴動小爆発火山性地震群発

降灰鳴動あり.

(三宅島):ユ962年8月の大噴火以来の火山性

地震多発.

三原山:活発次噴煙活動鳴動降灰.

(三宅島):中央火口丘の麓に活動勢力は弱い

カ漸噴気地帯出現.

鳥島:地震群発有感地震7回最大震度皿

三原山:小噴火くりかえす.

(三宅島):新しい噴気地帯発見.

三原山:02時20分頃571火口で小爆発をお

こす.火山毛を噴出し光環が見られたが

活動は13時以降漸次衰える.

小噴火多数.火口上空赤く映える､

三原山:火口縁で弱い鳴動小噴出火山灰

火山毛火山性地震.

ときどき小爆発.夜間ほとんど遠目火口

上空赤く映える.

28～31目爆発活発.

大島近海に群発地震.最大震度1V.

ユ964年ユ2月29日頃よりはじまった爆発活動は

消長をくりかえし荏がら次第に衰え1月2

日頃にはほとんどおさまったか1月7目早

暁から爆発カミあり7目16時萸まで続いた.

2月21日夜から22日朝にかけても小噴出力茎あ

ったと推定.3月141822目中央火孔

で弱い光環かみられた.

ときどき火映鳴動小爆発.

火口上空赤吹鳴動がときどきある.

(神津島):地震群発.

夜間火口上空赤映小爆発鳴動.

(神津島):10月11目以後12月まで地震群発.

(鳥島):11月2目および13目以降地震群

発そのため11月15目24時をもって鳥島気

象観測所の業務を打ち切り観測所員引きあ

げ.以後鳥島は無人島.

鳴動空振小爆発降灰噴煙あり火

山性微動は1～3月を通じてほとんど連続し

て発生､

ときどき小噴火､5月24目6月11目の小

爆発では島内の一部に灰を降らせた

(新島)地震弾発

噴火なし

各月にそれぞれ12回の鳴動火映しば

しば.

規模･

特徴

堀

堀

鐙

�

堀

潘

堀

堀

�

�

写真③

カルデラ内でみられる1777年溶岩の縄状表面.

に近い.(1972年1月22目止丼義郎撮影)

噴出口
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ユ969
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4～6月

4月

7～8月

10～12月

12月

1月

2月

4～6月

7～9月

8月

10～i2月

1～3月

5月

4～6月

7月

8～12月

1月

しばしば火映.

(神津島付近):6～7則こかけて地震群発.

7月下旬から8月にかけてときどき小噴出

火山毛火映あり.

噴火なし､

(硫黄島):23目ミリオンダラｰホｰルで水

蒸気爆発.

19目午前11時35分37分の2回鳴動を伴

い小爆発火口付近に降灰､

(新島):24～27目地震群発.

時々火映.

噴火なし.

(南流黄島付近):多量の硫黄の流れが認めら

れた.

しばしば火映全体やや活発化.

噴火なし.

7～8目噴火.島内に多量の降灰.

噴火放し.

3目午前8時34分中央火孔で爆発､迅一

員朝までに約7回の爆発.3肩衣～4目早

朝最も活発､火山毛火山灰噴出.

全島で強い空振.15目22時53分小爆発､

ユ6目午前まで4回爆発.

噴火なし.

25～26日火山性微動.26周早朝弱い噴

火.火口付近に少量の火山灰と火山毛を噴

出.27目噴煙1,000㎜まであがる.鳴動

火映空振あり.27目以後火山性微動次第

に衰乏る.

�

堀

｡?�
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1～3月�(明神礁):29目14時20分頃爆発.高さ約100�

�m幅約200～300㎜の水柱あがる.2月7�

�目10時4五分高さ500～600mの水柱を伴っ�

�て爆発､海水赤黒く変色海底から硫黄噴�

�出.噴出した火山灰が幅最大300m長さ�

�6,OOO㎜にわたって流れ海面淡黄褐～黄�

�緑に変色.3月爆発なし.海水の変色�

�部分みえる.�

4～6月�噴火なし.�

�(明神礁):4月23目付近航行の漁船により�?

�06勝～08時にかけて水柱を伴う数回の爆発�

�観測.同目11時から航空機観測一幅ゴ㎞�

�長さ2㎞の変色域≒多量の軽石の浮蕗�

�6月ユ8目付近航行の漁船に篶水深50m�

�の地点から噴火と思われる勘き妄観測される.�

�㊥塚.褒序ギ鴻餓～篶7Ω､の火山魏告に上る､ただし親樟梼徴は塞�

㊧気象庁(至搬～王970)の火山報告による､ただし規模特徴は筆

者の判蕨ξこ五みもの.

自小メpは溶着を伴わ次い小噴火.

.果く塗りつぶしたものは溶岩を伴う｡

丸の犬き慈慧相対的な噴火の規模を示す.

クロス印は群発地霧.

しかし安永の噴火から次の大噴火までは69年もある･

このことから近年ピｰク間隔カミ30年代でよく揃って

いるように見えるのは単なる偶然ということも考えられ

過去の火孔底のピｰクの間隔を単純に未来に外そうして

次の噴火を予測することは危険である.

最近筆者の行たっている大島を含む周辺海域の広域の

研究により伊豆大島以南の火山島の噴火時期に規則制

があることカミ明らかにたってきた.その結果大島の

次回の噴火の目安をつけるにあたって比較的近くに位

置する三宅島との関係カミ重要であることがわかってきた

ので詳しい議論は次回にゆずることにして今回は

さしあたって両者の時間的関係性をみてみよう.

三宅島では1763年に噴火カミあって以来1940年まで5

回大きた噴火があったが各噴火の後3年から11年の

間に各噴火間隔を平均すると約10年ほどで例外なく

大島の顕著た噴火活動がみられる.大島の噴火と噴火

の間の期間の幅は実は三宅島のそれとほとんど平行

している.大島噴火のピｰク間隔カミ最も長いのは安

永噴火と1846年噴火の間であるがこれは1835年に三

宅島噴火があったためと思われる.次回の大島の噴火

の時期を推定するには三宅島の噴火時期との関連性で

とらえるという立場は大島の噴火間隔だけを推定のキ

りどころとするのに比べれぱより有力といえよう.こ

のようた見方からすれば1962年に三宅島の大噴火があ

ったので次回は1965年以降1973年頃までに大島で大噴

火が起こる計算にたる.ところが実際には197!年ま

で大噴火が起こっていたいので1972～3年が噴火の可

能性の強い時期にあたる｡実はこの点に関しては

地殻変動やエネノレギｰ収支との関連性から次の機会に

改めて論ずる用意カミできている.

ただし1962年の噴火がその活動期を終えていない

でごく近いうちにもう1度大噴火を起こすとすると

大島の大噴火はその三宅の噴火からさらに10年ほど遅れ

ておこる可能性がでてくる.

大島の噴火は安永の大噴火以降小休止に入ったといわ

れているが今後それに匹敵するようだ巨大噴火の起こ

写真④

三原山北西麓でみら

れる1950～1951年

溶岩流の断面.や

や表面とそれから移

化するやや徴密な中

心部に注意.

(1972年1月22目

正井義郎撮影)�



る可能性はたいのであろうか.

①ユ420年頃の噴火を境にして後はそれまであった側噴火が無

くなりすべて山頂噴火のみとなった(NAKAM睨ムユ961).

しかしその後にも以前と同程度の規模の大噴火を繰りか

えしている.

②大島火山のマグマの化学組成が近年に至るまでにごくわず

かずつであるが変化しマグネシウムに対する鉄の割合が

増えている(桂中村1960)といわれるがこの程度の

変化は直ちに噴火様式の変化に結びつけられたい(中村

���

③広域応力場やテクトニクスにも最近の変化は認められた

し､.

④過去の巨大噴火はおよそユOO～200年間隔で起こっていて

最近1500年ほどの聞ではおよそ6xユ02軸9ノエ｡ooy冊､畠の割合

で熱エネルギｰを放出してきている(第3一図)のに1777

～92年の安永の大噴火以来合員まで200年近くなるがまだ

それに匹敵する巨大噴火は起こっていない.

この観点にたつと次に予定される噴火カミ巨大噴火のサ

イクノレと重なることもありうる.

5､おわりに

安永大噴火クラスの噴火というのは外輪山斜面に広く

火山灰をはじめとする噴出物をつもらすようた噴火様式

であるのでもしそのようた噴火カミ起きたら噴火によ

る影響が比較的広域に及ぶことが考えられる.また

大島の大噴火は次回で述べるように相模湾およびそ

の周辺地域の大地震の発生と密接た関連性をもつと思わ

鴬

れるので次回の大噴火がいつくるかということは重要

な問題である･その対策の一つとして中村(!971)

の指摘するように三原山の火孔底の変化を調べること

は急務であろう･ただちに飛行機を三原山に飛ばし

現在の火孔底の位置だけでも確認すべきである.三宅

島は大島と火口の状態が必ずしも同じ条件では肢いカミ

たとえば小噴火の性質等から現在噴火サイクルのど

の辺にあたるのかを把握する必要カミあろう.

(ユ972年エ月1目記す)(筆者は物理探査部)
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写真⑤

衛東麓の道路切割りでみられる降下

火砕物の累層.大島火山の“年輪"

といえる.波状の構造は降下火砕

物がもとの地形にそって堆積したも

ので摺曲構造ではない.(ユ972年

1月22目正井義郎撮影)�


